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資料名 

「外食 7 割が最終赤字 ,外出自粛で客数減 13 社の 4～6 月－郊外店は回復の兆し  

都市部は苦戦続く」日本経済新聞（2020 年 8 月 13 日）  

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO62624660T10C20A8EA2000/ 

｢外食大手の 4～6 月期の売上高,コロナ前回復は 5 社｣日本経済新聞（ 2021 年 8 月

13 日）  https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC127X50S1A810C2000000/ 

資料内容 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響で，外食企業の業績に明暗が見られる。 

○ 郊外店＆テイクアウト中心の業態は業績を上げる一方で，都市部＆イートインの業態は

業績を落としている。その傾向は１年後も同様である。 

教科書等 

との関連 

中学校公民的分野  企業の経済活動（株式会社）  政府の役割  

高等学校公民科  企業経営（株式会社）  政府の役割  景気変動  

キーワード コロナ 企業  株式会社  景気変動  

ねらい 
◆生徒に身近な外食産業が，コロナ禍の中，立地場所や営業形態の違いにより生

じている業績格差を例に，企業の工夫や競争，政府の役割について考える。  

活用場面 

あるいは 

授業プラン 

の概略 

発問  

「新型コロナウイルス感染症の影響で，どんな外食産業が売り上げを高めたと

思いますか？  ファミレスとファストフードどちら？  都市部と郊外どちら？  

なぜ？」，さらに「政府が営業時間短縮協力を増やすための政策の是非？」  

解説  

少人数かつテイクアウトで利用することの多いハンバーガー店が好調で，大人

数かつイートインで利用することの多いファミリーレストランが低迷している。

特にリモートワークの影響もあり，郊外より都市部の売り上げが低迷。  

2020 年 4～6 月期決算では，休業や外出自粛で売り上げが減少し，時価総額 500

億円以上の外食 13 社中 9 社が最終赤字，3 社が最終減益，1 社だけが増益。  

・すかいらーくＨＤ（「ガスト」「ジョナサン」）：最終損益－ 191 億円。  

・ゼンショーＨＤ（「すき家」）：最終損益－ 63 億円。しかし，郊外店が 5 割  

以上あり， 7 月の売上げは黒字回復。  

・王将フードサービス（「餃子の王将」）：最終損益３億円（前年同期比 -75％）。

テイクアウトが多かったので黒字を維持。  

・日本マクドナルドＨＤ（マクドナルド）：最終損益 44 億円（前年同期比＋

3％）。テイクアウトが伸びた。イートインは伸び悩み。  

2021 年 4～ 6 月期決算では，外食産業の主要 17 社中 12 社が 2019 年 4～6 月期

の売上高を下回った。テイクアウトや宅配など「店外」需要を取り込んだ企業が

売上高を伸ばし 10 社が営業黒字を達成。他方，店内飲食中心のファミリーレスト

ランは依然として低迷。  

・すかいらーくＨＤ（「ガスト」「ジョナサン」）：最終損益 17 億円。うち時 

短協力金 70 億円（特に，店内飲食中心の「しゃぶ葉」「夢庵」が低迷）。  

・日本マクドナルドＨＤ，モスフードサービス，日本ＫＦＣＨＤらファストフ

ード業界は，テイクアウトが好調で 2019 年のコロナ前を上回る増益。  

備考 ファミリーレストランは，賃料も高い都心部を中心に店舗数も減少している。  

「ファミレス主要 11 社，コロナ前から約 800 店減少 第２回上場主要「レスト

ラン」店舗数調査」東京商工リサーチ（2021 年 8 月 12 日）  

https://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20210812_01.html 
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